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第３５回日本作業行動学会定時社員総会議案 

 

 

日本作業行動学会定時社員総会（以下「社員総会」という。）の招集：2025 年 6 月 6 日（金

曜日） 

議決手続き：2025 年 6 月 12 日（木曜日）から 2025 年 6 月 18 日（水曜日） 

議決：2025 年 6 月 21 日（土曜日）17 時 30 分から 18 時 20 分 

開催場所：東京都荒川区東尾久 7 丁目 2 番 10 号 東京都立大学 荒川キャンパス 

 

 

 

第一号議案  2024 年度活動報告 

第二号議案  2024 年度決算報告 

第三号議案  2025 年度活動計画 

第四号議案  論文表彰 

第五号議案  人間作業モデル認定セラピスト 

第六号議案  研究助成 

第七号議案  次年度の学術集会 

第八号議案  2025 年度予算 

 



 2 

第一号議案  2024 年度活動報告 

 

１ ＜社員総会＞ 

WEB上で、2024 年 5 月 31 日に社員総会の招集を、2024 年 6 月 6 日から 2024 年 6 月

11 日に決議の手続きを、2024 年 6 月 15 日の 17 時 10 分から現地（開催場所 岐阜県岐

阜市橋本町 1 丁目 10 番 11 号 じゅうろくプラザ）で決議を行った。 

 

２ ＜学術集会＞ 

  2024 年 6 月 15 日（土曜日）と同年 6 月 16 日（日曜日）に現地開催した。 

 

３ ＜講演会、講習会＞ 

  開催はしなかった。 

  

４ ＜編集委員会・機関誌の発行＞ 

15 論文の新規投稿があり、作業行動研究第 28 巻第 1 号、同第 2 号、同第 3 号、同第

4 号を発行した。毎号につき機関誌「作業行動研究」を 470 冊発刊した。 

  

５ ＜会員＞ 

現在会員数 449 名（2025 年 5 月 15 日現在） 

 

６ ＜運営のための会議等＞ 

2024 年 4 月 12 日 

社員総会の招集と提案内容について審議をした。 

  2024 年 5 月 2 日 

   社員総会の議案事項について審議した。 

  2024 年 5 月 13 日 

   表彰論文、機関誌編集委員の組織体制について審議した。 

2024 年 5 月 22 日 

社員総会議案について審議をした。 

2025 年 1 月 10 日、同年 4 月 25 日、同年 5 月 7 日、同年 5 月 27 日 

   人間作業モデル認定セラピストについて審議した。 

７ ＜事務局＞ 

会員の入退会処理、会費管理、税務管理、機関誌印刷と発送の運営実務を担当した。 
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第二号議案  2024 年度決算 

 

１ 賃借対照表 
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２ 損益計算書 
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監査報告書 
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第三号議案   2024 年度活動計画 

 

１ ＜社員総会＞ 

2025 年 6 月 6 日に社員総会の招集を、2025 年 6 月 12 日から 2025 年 6 月 18 日に決議

の手続きを WEB上で行い、2025 年 6 月 21 日の 17 時 30 分から現地で決議を行う（開

催場所 東京都荒川区東尾久 7 丁目 2 番 10 号 東京都立大学 荒川キャンパス）。 

 

２ ＜学術集会＞ 

  第 34 回日本作業行動学会学術集会（小林法一大会長、日時：2025 年 6 月 21 日・22

日、開催場所 東京都荒川区東尾久 7 丁目 2 番 10 号 東京都立大学 荒川キャンパス）

を、現地開催とする。 

 

３ ＜講演会、講習会＞ 

人間作業モデル関連研修会の開催を検討する。 

 

４ ＜編集委員会・機関誌の発行＞ 

投稿論文の査読、機関誌の発刊、オンライン投稿システムの検討を行う。 

「作業行動研究」に掲載となった研究で、科学研究費助成事業の助成を受けて行われ

た研究は、学会ホームページ上で研究論文を公開することができる。 

機関誌「作業行動研究」第 29 巻第 1 号、同 2 号、同 3 号、同 4 号の発行を行う。各巻

の発刊部数は 470 部とする。 

 

５ ＜会員＞ 

会員の入会を促進する。 

 

６ ＜運営のための会議＞ 

運営にあたる会議（2025 年 4 月 11 日、同年 5 月 2 日、同年 5 月 27 日）を開催する。 

 

７ ＜事務局＞ 

会の運営の実務を担当する。 

 

第四号議案 論文表彰 

   

理事会に一任し、結果は本人に通知するとともに、ホームページ上で発表する。 

  なお、今回の表彰は、以下の通り、編集委員会の推薦を受けて、理事会で承認された。 

【研究論文】 

星島 彩氏・他 自宅退院する 60 代回復期リハビリテーション病棟入院患者の価値あ

る作業の認識過程―複線径路等史至性アプローチの分析から―．第 28 巻 第 3 号 p86-

95  

川端敦史氏・他 地域在住高齢者が ICT 機器操作時に感じる困難感の内容分析 第 28

巻 第 1号．p28-36 
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【事例報告】 

  坂本勇太氏・他 クライエントと家族との信念対立に介入したことで作業適応状態が

促進された事例〜作業に根ざした実践 2.0 と人間作業モデルを併用して〜．第 28 巻 

第 3号 p107-115  

萩原佑香氏・他 余暇活動の楽しさによって「もう一度滑りたい」と自分の意志を伝え

た若年性アルツハイマー型認知症者の事例．第 28巻 第 3号 p96-106 

 

第五号議案 人間作業モデル認定セラピスト 

理事会に一任し、結果は本人に通知するとともに、ホームページ上で発表する。 

なお、第 35 回社員総会で認定を受ける者は以下の会員である。 

  ・吉政豪也氏  （農協共済中伊豆リハビリテーションセンター） 

  ・木村浩明氏  （石和温泉病院） 

  ・髙橋 啓氏   （東京都リハビリテーション病院） 

  ・古賀 誠氏   （昭和大学保健医療学部リハビリテーション学科） 

  ・萩原佑香氏  （訪問看護ステーション向日葵） 

  ・坂本勇太氏 

 

第六号議案 研究助成 

  理事会に一任し、結果は本人に通知するとともに、ホームページ上で発表する。 

  2024 年度申請者はなかった。 

 

第七号議案 次年度の学術集会 

大会長は南 征吾氏とし、兵庫医科大学リハビリテーション学部において現地開催を 

計画する。 
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第八号議案  2025 年度予算 

１ 2025 年度予算案 

 

 

 

 

 

 

前年度決算額 当年度予算額 差　額 備　考

会費等収入 1,990,000 2,020,000 30,000 会員の90％の納入として算出

学術集会参加費等収入 490,082 680,000 189,918

2,480,082 2,700,000 219,918

受取利息収入 233 233 0

雑収益 21,891 22,000 109

受取寄付金 120,000 0 -120,000 

142,124 22,233 -119,891 

2,622,206 2,722,233 100,027

旅費交通費 0 10,000 10,000

会場費 402,610 0 -402,610 

支払助成金 90,000 120,000 30,000 論文表彰@30,000×4名 

消耗品費 0 210,000 210,000

諸謝金 238,263 336,000 97,737

印刷製本費 1,602,323 1,602,000 -323 

2,333,196 2,278,000 -55,196 

通信費 11,790 12,000 210

福利厚生費 0 0 0

交際費 0 0 0

事務委託費 323,221 252,000 -71,221 

消耗品費 6,515 7,000 485

支払手数料 9,680 10,000 320

351,206 281,000 -70,206 

2,684,402 2,559,000 -125,402 

-62,196 163,233 225,429

71,000 71,000 0

-133,196 92,233 225,429

5,518,467 5,385,271 -133,196 

5,385,271 5,477,504 92,233

２．事業活動支出

2025年度（令和7年度）予算案

（自令和7年4月1日　至令和8年3月31日）

（単位：円）

科　　　　目

Ⅰ事業活動収支の部

１．事業活動収入

①会費収入

　会費収入計

②雑収入

　雑収入計

　事業活動収入合計

Ⅱ法人税、住民税及び事業税

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

①事業費支出

　事業費支出計

②管理費支出

　管理費支出計

　事業活動支出合計

事業活動収支差額


